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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、DNA複製および相同組み換えの際に起こりうるDNAミスマッチや小さな挿入・欠失を修正するミスマッチ修復システムの主要構成要素である。このタンパク質は、mutLホモログ1（MLH1）遺伝子の遺伝子産物とヘテロ二量体を形成し、MutL-αヘテロ二量体を形成する。MutL-αヘテロ二量体は、MutS-αおよびMutS-βヘテロ二量体によるミスマッチおよび挿入/欠失ループの認識後に活性化されるエンドヌクレアーゼ活性を有し、ミスマッチDNAの除去に必須である。この遺伝子によってコードされるタンパク質のC末端には、ヌクレアーゼの活性部位の一部を形成するDQHA(X)2E(X)4Eモチーフが存在する。この遺伝子の変異は、遺伝性非ポリポーシス大腸癌（HNPCC、リンチ症候群としても知られる）およびターコット症候群と関連付けられている。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）、A431（2）、Jurkat（3）、およびA549（4）細胞溶解物に対するPMS2マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	PMS2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

